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スマホ依存とSNS依存の原因究明とその対策
〜スマホとSNS依存の原因分析〜
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Ⅰ.はじめに Ⅳ.結果②

SNS依存とは、行動依存の一種で、その行動自体に悪影
響があるとわかっているのにも関わらず、使うことをやめられ
ない状態をさし、現代社会で問題となっているうちの一つで
ある。

SNS依存の兆候としては、使用時間がかなり長くなったこと
や、使用時間や内容にうそをつくなどが挙げられる。SNS依
存になると、身体の健康面や人間関係に問題が起こる。

SNS依存による日常生活での人間関係の被害を減らし、イ
ンターネットを適切に扱えるようになるために、アンケートを
実施し、結果のテキストマイニングを行った。

テキストマイニングを行った結果、SNS依存傾向のある人に
ついて次のような特徴点が抽出された。
「孤独」「社会」「周り」「返信」「他人」「友人」,etc
→環境的要因が顕著に摘出された。

Ⅱ.研究方法

１、SNS依存に関するアンケート調査
対象：大分舞鶴高校１、２学年
期間：令和５年度６月
使用項目：「スマホ依存尺度 1)」

「SNS依存に関する項目」
「SNS依存の原因に関する記述」

使用ツール：Microsoft Forms

２、HAD用いた分析
「SNS依存に関する項目」について、探索的因子分析を行う

（分析方法：最尤プロマックス）

3、テキストマイニングによる原因究明
算出された因子を２値化（高群・低群）し、群分けしたテキ

ストデータを用いてテキストマイニングを行い、SNS依存の原
因を究明する。

Ⅳ.考察

本研究では、大分舞鶴高等学校に所属する学生を対象と
して、SNSの依存をなくすために、開発したSNS依存尺度と
テキストマイニングを用いて原因究明を試みた。

結果②より、多くの依存している人間はその人間の置かれ
ている環境に原因があるとわかった。そこから、現在の我々
が置かれている世界の環境についてを探った。まず、前近
代では、封建的な制度などによる絶対的な価値観が存在し
ていた。そのため、容易に周囲から認められるいわば、承認
されることが容易だった。しかし、近代では逆に自由が求め
られ、それを獲得したことにより、固定的な価値観が分散し
てしまった。そうした環境が原因となり、自己不全感が生ま
れ、それによって居場所を求めた結果として、スマホ依存や
SNS依存へと繋がっていくのだと考察した。
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Ⅴ.まとめと今後の課題

Ⅲ.結果① 開発したSNS依存尺度とテキストマイニングにより、原因究
明へと至ることができた。このことから、本研究で開発した
SNS依存尺度は、SNS依存に陥っている人々の特徴や依存
してしまう原因を見出すことの手助けとなると考えられる。今
後は、この研究結果をもとに、依存チェッカーを備えたWEB
サイトを開発し、そのサイトの被験者に対して、対策を提示
することが必要である。

HADによる因子分析を行った結果、４因子１６項目が抽出
された。

表１ 因子分析の結果（SNS依存尺度）
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表１ テキストマイニングの結果


